
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月８日は国 
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鎌ケ谷市男女共同参画推進センターニュース

作文朗読（全員３年生） 
 
鎌中 鈴木 千遥（ちはる）さん 「つなげ！多様性の輪」 

 
二中 福田 結愛（ゆあ）さん 「夏の笑顔」 

 
三中 福田 知央（ちか）さん 「難聴の私が伝えたいこと」 

 
四中 新屋 莉杏（りあん）さん 「『家族』だから」 

 
五中 松本 満優（まゆ）さん 「和顔愛語」 
 
 

 

第２部 映画上映「母べえ」 

 

第１部 人権作文朗読
 

 

 

 

 

全国中学生人権作文コンテスト千葉県大会市川協議

会で、優秀な成績を収めた市内の５名の中学生の皆

さんに、個性の尊重や自身の体験談など、身の回り

で感じた人権について朗読していただきました。大

勢の参加者を前に、一生懸命に自分の言葉で伝える

中学生の姿に、「子どもの人権について深く考えさせ

られた」、「中学生の意識の高い発表に希望を感じた」

など、多くの感想がよせられました。 

ヒューマンフェスタかまがや２０２４を開催しました！（１２/8） 

 

          『３月８日は国際女性デーです』  
１９０４年３月８日にアメリカ・ニューヨークで婦人参政権を求めた

デモが起源となり、その後、国連は１９７５年の国際婦人年におい

て、３月８日を『国際女性デー（International Women’s 

Day ） 』と制定しました。イタリアではこの日を「FESTA 

DELLADONNA（フェスタ・デラ・ドンナ＝女性の日）」として、女

性への日ごろの感謝を込めて、母親やパートナー、友人、会社の

同僚などにミモザを贈ります。日本でも「国際女性デー」への関

心が年々高まり、３月８日を中心に啓発イベントが催されていま

す。今年はあなたもぜひ参加してみませんか？ 

 

「ハッピーウーマンフェスタ２０２５」

https://happywoman.onine/event/hwf/hwf2025/ 

 

 

 

１９４０年の東京を舞台に、治安

維持法で検挙されてしまった父

を想い不安を募らせるも、周囲

の人々の温かさに支えられな

がら懸命に生きる主人公 佳代

の姿を通じ、人権について考え

るきっかけとなりました。 

 

 

©２００７「母べえ」製作委員会 
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鎌ケ谷市男女共同参画推進センター（鎌ケ谷市富岡 1－1－3 ショッピングプラザ鎌ケ谷 3階） 

TEL：０４７（４０１）０８９１  FAX：０４７（４０１）０８９２ 

Web：http://www.city.kamagaya.chiba.jp/sesakumidashi/sesaku-danjokyoudo/danjo_center/ 

開所時間：午前９時～午後 10時（施設休所日を除く） 

     ※月～金曜日の午後４時以降および土・日・祝日は職員不在 

 

 

センターWEB 

サイトはこちら
→ 

内閣府広報WEBサイトはこちら→ 
「若年層性暴力被害予防月間」で検索 

エピソードはこちら↓ 

アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）をご存じですか？ 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

期間：令和 7年４月１日（火）～３０日（水）までの１か月間 

 

 

4月は若年層の性暴力被害予防月間です 

 

アンコンシャス・バイアスとは、性別による無意識の思い込みなどのように、自分自身が気づいていない「ものの

見方やとらえ方のゆがみや偏り」を言います。自分自身では意識しづらく、ゆがみや偏りがあるとは認識してい

ないため、「無意識の偏見」とも呼ばれます。 

市では、日常の中で「あれっ！？」と感じた「性別による無意識の思い込み」に関わるエピソードを令和６年５月１

日～６月３０日まで募集したところ、市内の方から２３のエピソードが寄せられました。 

一例を上げると、「子どもを連れていった病院で、父親と母親２人でいても、呼ばれるのは母親が多い」、「女性が

仕事に精を出すと個人の意思ではなく時代の流れと捉えられる」など、『男は仕事、女は家庭』といった価値観に

基づくエピソードがあります。 

自分の中にも、無意識に決めつけてしまっていることはありませんか？ 

アンコンシャス・バイアスは、過去の経験や身の回りから入る情報などから無意識のうちに形作られるため、誰も

がアンコンシャス・バイアスを持っているといえるでしょう。一方で、そこから生まれる「○○は○○であるべき

だ」といった決めつけや言動は、他の人の生き方や価値観の否定につながる恐れがあります。 

今回お寄せいただいたエピソードは市のホームページで紹介しています。ぜひご覧ください。自身の思い込みな

どに気づくきっかけになるかもしれません。 

 

 

政府は、入学や就職等に伴い、若年層の生活環境が大きく変わり、被害に遭うリスクが高まる時期である４月を

「若年層の性暴力被害予防月間」と定め、SNS等の若年層に届きやすい広報媒体を活用した広報活動を効果的

に展開することとしています。 

相手の同意がない性的な行為は性暴力であり、許されるものではありません。もし自分が同意していない性的

な行為をされたら、一人で抱え込まずに相談してください。 

月間中は、若年層の様々な性暴力被害について予防啓発や相談先の周知、被害者に対する周りの人からのサ

ポートの必要性などの啓発を行います。本月間を通じて、「同意のない性的な行為は性暴力」「被害者は悪くな

い」という認識を、社会全体に広げていきます。 

 


